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出
席
者
（
敬
称
略
）

　

問
田
（
基
）・
尾
﨑

　

中
野
（
榮
）・
池
上
・
若
林

　

西
本
・
中
野
（
智
）・
岡
本

　

金
光
・
秋
元
・
山
本
・
嘉
数

　

羽
原
・
山
野
・
豊
田

　

問
田
（
隆
）・
松
本
・
成
本

　

田
辺
・
杉
本
・
斎
藤
・
遠
藤

　

吉
田

【
合
同
会
議
】

○
開
会
の
言
葉

　

�

中
野
総
務
部
長　

本
日
の
出
席

の
確
認
と
お
礼

○
支
部
長
挨
拶

　

�

平
上
先
生
の
祝
賀
会
に
際
し
て

は
、
役
員
の
先
生
方
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
、

本
部
顧
問
の
林
直
也
先
生
が
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
本
日
、

地
区
長
の
先
生
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
黙
祷
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
各
執
行
部
か
ら
の
経
過
報
告

　
研
修
・
学
対
部

　

・
講
習
会
開
催
予
定

　
　

�

平
成
三
十
年
八
月
二
十
六
日

（
日
）

　
　

於　

岡
山
県
珠
算
会
館
三
階

　

・�

小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

派
遣
事
業
は
、
活
動
中

　
検
定
・
競
技
部

　

・
通
信
暗
算
競
技
大
会
開
催

　
　

参
加
者
五
四
〇
名

　
　

�

十
一
月
二
十
七
日
～
十
二
月

三
日

　

・�

段
位
検
定
試
験
の
申
込
書
を

未
発
送
地
区
の
岡
山
・
矢

掛
・
備
南
・
吉
備
・
東
備
地

区
へ
発
送
が
遅
れ
た
こ
と
を

お
詫
び
致
し
ま
す
。

　

・
岡
山
珠
算
競
技
大
会
開
催

　
　

�

平
成
三
十
年
四
月
二
十
九
日

（
日
）

　
　

�

於　

岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン

平
成
三
十
年
一
月
二
十
一
日
（
日
）

十
時
～
十
五
時
三
十
分

於
　
岡
山
県
珠
算
会
館

タ
ー

　
広
報
部

　

・�「
珠
算
お
か
や
ま
第
一
七
六

号
」
発
行

　

・�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、

本
部
は
毎
年
五
月
に
更
新

（
但
し
生
徒
安
全
会
に
加
入

し
て
い
る
教
場
）

　

・�

支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新

規
・
変
更
に
つ
い
て
は
地
区

で
ま
と
め
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
総
務
部

　

・
一
月
十
二
日　

監
査
会
実
施

　
　

�
監
査
の
結
果
、
適
正
で
あ
っ

た
旨
報
告（
嘉
数
監
査
委
員
）

　

・
八
月
二
十
六
日

　
　

支
部
通
常
総
会

　
　

於　

岡
山
県
珠
算
会
館

○
そ
の
他

　

・
中
国
五
県
大
会
に
つ
い
て

　
　

�

現
地
集
合
・
現
地
解
散
に
す

る
提
案
が
あ
り
参
加
す
る
生

徒
の
先
生
方
で
話
し
合
い
を

し
て
頂
く
旨
で
承
認
さ
れ

る
。

【
地
区
長
会
よ
り
】

○�

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い

顧
問
・
参
与
会
・
常
任
委
員
会
・

地
区
長
連
絡
会
開
催

　
平
成
三
十
年
三
月
四
日
（
日
）

　

九
時
五
十
分
～
十
八
時
三
十
分

�

於　

岡
山
県
珠
算
会
館

出
席
者
（
敬
称
略
）

　

尾
﨑
・
中
野
（
榮
）・
池
上

　

若
林
・
西
本
・
岡
本
・
金
光

　

秋
元
・
山
本
・
落
合
・
嘉
数

○
開
会
の
言
葉

《
支
部
長
挨
拶
》

　

�

本
日
は
予
算
や
事
業
計
画
等
、

議
題
が
山
積
み
な
の
で
し
っ
か

り
討
議
し
て
頂
き
た
い
。

○�

各
執
行
部
か
ら
の
経
過
報
告
と

今
後
の
予
定

　

研
修
・
学
対
部

　
・�

平
成
三
十
年
八
月
二
十
六
日

（
日
）「
検
定
試
験
委
員
委
嘱

講
習
会
」
に
決
定
。
こ
の
講

習
に
出
席
で
き
な
い
会
員
の

た
め
に
、
平
成
三
十
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
も
う
一

度
、
講
習
会
を
開
催
す
る
予

定
。

　
・�

昨
年
夏
の
指
導
者
講
習
会
の

収
支
決
算
の
報
告�

（
承
認
）

　

競
技
部

　
・�

平
成
三
十
年
度
岡
山
県
ち

び
っ
子
そ
ろ
ば
ん
大
会

　
　

→�

平
成
三
十
年
十
月
十
四
日

（
日
）

　
・�

平
成
三
十
一
年
度
岡
山
県
珠

算
競
技
大
会

　
　

→�

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十

八
日（
日
）に
予
定（
承
認
）

　

広
報
部

　
・�

三
月
一
日
付
の「
全
国
珠
算

新
聞
」
に
映
画「
一
陽
来
復
」

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
一
読
し
、
映
画
鑑
賞
も

し
て
頂
き
た
い
。

○�

平
成
三
十
年
度
収
支
予
算
書

（
案
）
と
事
業
計
画（
案
）
に
つ

い
て

　
・�

収
支
予
算
書（
案
）
に
つ
い

て�

（
承
認
）

　
・�

事
業
計
画（
案
）
に
つ
い
て

�

（
承
認
）

○
第
七
回
人
材
育
成
講
習
会
の
件

　
・�

備
南
地
区
の
問
田
隆
大
先
生

に
確
認
を
取
り
、
推
薦
す
る

こ
と
に
し
た
。�

（
承
認
）

○�

新
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
段
位
検
定

に
つ
い
て

　
・�

合
格
者
の
中
か
ら
、
証
書
を

必
要
と
す
る
人
か
ら
千
円
の

申
請
料
を
徴
収（
本
部
規
定
）

　

そ
の
内

　

⎰
五
百
円
→
地
区
前
渡
金

　

⎱
五
百
円
→
支
部

常
任
委
員
会

　
　
　
（
内
訳
）�

本
部
へ
申
請
料

百
五
十
円
送
金

　
　
　
　
　

 　

�

支
部
交
付
金
三

百
五
十
円
と
す

る�

（
承
認
）

○�

次
期
常
任
委
員
・
監
査
委
員
選

出
に
つ
い
て

　

�

選
挙
管
理
委
員
は

　

委
員
長　

問
田
基
義
本
部
参
与

　

�

副
委
員
長　

原
田
忠
文
支
部
参
与

�

（
承
認
）

　
〔
選
挙
の
日
程
〕

　
　

平
成
三
十
年

　
　
　

九
月
十
三
日（
木
）

　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
発
足

　
　
　

十
一
月
二
日（
金
）

　
　
　
　

�

常
任
委
員
の
ブ
ロ
ッ
ク

選
出
期
日

　
　
　

十
一
月
五
日（
月
）

　
　
　
　

�

選
挙
管
理
委
員
会（
開

票
）

　
　
　

十
一
月
八
日（
木
）

　
　
　
　

推
薦
委
員
会

　
　
　
　
（
推
薦
人
）

　
　
　
　
　

西
本
多
美
子
先
生

　
　
　
　
　

山
本
順
子
先
生

　
　
　
　
　

金
光
恵
先
生

○�

次
期
常
任
委
員
・
監
査
委
員
選

出
枠
に
つ
い
て

　

�

七
月
の
合
同
会
議
で
検
討
し
、

決
定
す
る

　

林
先
生
の
突
然
の
訃
報
に
接

し
、
そ
ん
な
事
あ
る
は
ず
が
無
い

と
思
い
ま
し
た
。
広
島
で
の
梶
川

前
理
事
長
退
任
慰
労
会
に
参
加
さ

れ
元
気
な
ご
様
子
と
お
聞
き
し
て

い
た
の
で
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　

林
先
生
の
ご
逝
去
に
心
か
ら
お

悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

林
先
生
の
全
珠
連
で
の
ご
活
躍

は
全
珠
連
が
誕
生
し
た
時
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
昭
和
二
十
八
年
九
月

二
十
四
日
京
都
市
下
京
区
で
発
起

人
会
と
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、

岡
山
県
か
ら
二
十
八
歳
の
若
い
林

直
也
先
生
（
県
立
岡
山
南
高
等
学

校
教
諭
）
一
人
が
、
発
起
人
百
三

十
七
名
の
内
当
日
出
席
者
六
十
二

名
の
一
人
と
し
て
全
国
珠
算
教
育

連
盟
の
設
立
に
参
画
さ
れ
珠
算
人

の
自
主
独
立
を
旗
印
に
連
盟
が
発

足
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
八
年
十
一
月
に
全
珠

連
岡
山
県
支
部
を
誕
生
さ
せ
初
代

支
部
長
と
し
て
岡
山
県
支
部
の
基

礎
を
つ
く
り
十
三
年
間
、
支
部
長

と
し
て
敏
腕
を
振
る
い
岡
山
県
支

部
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
部
の
要
職
に
就
か

れ
本
部
理
事
・
監
事
と
し
て
長
い

間
本
部
の
仕
事
に
邁
進
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
本
部
・
支
部
顧
問
と

し
て
理
事
会
・
支
部
常
任
委
員
会

の
諮
問
に
応
え
て
全
珠
連
の
進
む

道
を
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

林
先
生
は
常
に
会
員
思
い
で
総

会
等
支
部
行
事
に
は
必
ず
出
席
し

て
何
時
も
温
か
い
言
葉
を
会
員
に

投
げ
か
け
ら
れ
会
員
を
温
か
く
包

み
込
ん
で
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
族
思
い
で
孫
の
誕
生

日
や
家
族
の
記
念
日
な
ど
に
家
族

で
外
食
し
た
り
会
食
を
し
た
話
を

よ
く
お
聞
き
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
林
先
生
に
お
会
い
し
た
の

は
昭
和
二
十
六
年
四
月
、
岡
山
県

立
南
高
等
学
校
に
入
学
し
た
時
で

し
た
。
南
高
三
年
間
、
林
先
生
の

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
心
温
か
い
授
業

は
生
徒
達
の
楽
し
み
な
授
業
の
一

つ
で
し
た
。
ま
た
、
我
々
生
徒
達

の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
色
々
な

面
で
生
徒
達
に
信
頼
さ
れ
人
気
の

あ
る
林
先
生
で
し
た
。

　

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
先
生
の
独

特
な
読
み
上
げ
算
で
す
。
声
高
ら

か
に
ア
ゲ
テ
は
…
…
、
何
十
年
も

た
っ
た
今
で
も
私
の
耳
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　

林
先
生
が
南
高
校
を
定
年
退
職

さ
れ
て
か
ら
も
先
生
の
お
人
柄
が

各
学
年
（
同
期
生
）
で
開
催
す
る

同
窓
会
に
は
必
ず
O
B
達
は
林

先
生
の
ご
出
席
を
求
め
先
生
は
そ

れ
に
快
く
応
え
て
出
席
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
昔
の
生
徒
達
と
気
さ
く

に
談
笑
さ
れ
会
を
盛
り
上
げ
同
窓

追　

悼

本
部
顧
問

　
　
　

林　

直
也
先
生

�
ご
逝
去
さ
れ
る
。

て

　

・�

承
諾
・
回
答
書
の
お
願
い
を

保
護
者
に
配
布
す
る
こ
と

　

・�

会
員
外
の
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
は
検
定
毎
に
回
答
書
を

も
ら
う

○
検
定
受
験
者
数
を
増
や
す
に
は

　

・
初
級
検
定
の
受
験
を
勧
め
る

　

・�

初
め
て
の
受
験
者
に
は
賞
品

を
出
す

●通常総会開催のお知らせ●
１．日時　平成30年８月26日（日）10時～12時
２．場所　岡山県珠算会館
３．議題　①�平成29年度事業報告並びに決算

の承認を求める件
　　　　　②�平成30年度事業計画並びに予算

の承認を求める件
★欠席の場合は必ず委任状を提出ください。

日時　平成30年８月26日（日）　13時～16時
場所　岡山県珠算会館
講師　鈴木宗一先生（本部理事広報委員長）
演題　「検定試験委員委嘱講習会」

（詳細は後日送付）

指導者講習会　案内 平成30年度
会費納入の
お願い

　諸会費を５月30日（水）
までに地区会計又は支部
事務所へ納めてください。
� （期日厳守）

平上 一孝先生
理事長就任

　
理
事
長
就
任
祝
賀
会
開
催
に
感
謝

　

去
る
、
一
月
十
四
日
（
日
）
に

岡
山
支
部
主
催
に
よ
る
祝
賀
会
を

岡
山
国
際
ホ
テ
ル
に
て
開
い
て
頂

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
内
外
よ
り

多
数
の
来
賓
・
支
部
会
員
の
ご
参

加
を
頂
き
ま
し
た
。
開
宴
に
先

立
っ
て
尾
﨑
支
部
長
よ
り
丁
寧
な

ご
挨
拶
と
参
会
者
へ
協
力
の
要
請

を
し
て
頂
け
ま
し
た
。
又
、
来
賓

を
代
表
し
て
参
議
院
議
員
石
井
正

弘
先
生
・
伊
原
木
県
知
事
代
理
中

山
様
・
山
本
吉
備
中
央
町
長
様
・

宮
武
岡
山
市
議
会
議
長
様
・
梶
川

前
理
事
長
様
・
芝
村
吉
備
中
央
町

商
工
会
会
長
様
は
じ
め
多
く
の
方

か
ら
ご
祝
辞
・
激
励
の
言
葉
を
賜

り
ま
し
た
。
大
変
有
り
難
く
心
に

熱
く
感
じ
な
が
ら
、
責
任
の
重
さ

を
痛
切
に
受
け
止
め
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。
珠
算
界
の
状
況
を
思
う

時
、
そ
の
厳
し
さ
を
強
く
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
今

だ
か
ら
こ
そ
珠
算
教
育
の
必
要
性

と
そ
の
役
割
に
つ
い
て
組
織
を
挙

げ
て
社
会
へ
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
く
思
う
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
為
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

重
ね
て
行
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の

で
今
後
と
も
ご
理
解
・
ご
協
力
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

生
達
を
喜
ば
せ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
本
部
役
員
改
選
で
、
平

上
一
孝
先
生
が
理
事
長
に
就
任
さ

れ
た
こ
と
を
こ
と
の
ほ
か
大
喜
び

し
て
、
祝
賀
会
を
開
催
し
て
皆
で

一
緒
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
い
ち
早
く
祝
賀
会
の
開
催
を
希

望
さ
れ
た
先
生
に
そ
の
祝
賀
会
に

参
加
し
て
頂
く
こ
と
が
叶
わ
な

か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
た
ま
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
林
先
生
、
全
珠
連

の
こ
と
は
平
上
理
事
長
に
託
し
て

安
心
し
て
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ

い
。

　

岡
山
県
支
部
会
員
の
皆
さ
ん
と

林
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
お
導
き
に

尊
敬
と
感
謝
を
捧
げ
お
別
れ
の
言

葉
と
致
し
ま
す
。

　

本
当
に
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

林
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

平
成
三
十
年
三
月
十
五
日

�

問
田　

基
義

祝賀会開催

日時　平成30年６月３日（日）
　　　９時30分～12時30分
場所　「岡山ふれあいセンター」
　　　　岡山市中区桑野715-2
　　　　電話（086）274-5151
講師　山戸克弘先生（本部理事検競副委員長）
演題　「検定試験委員委嘱講習会」
　　　（新フラッシュ暗算段位検定について）

指導者講習会　案内



（ 2 ）　　第１７７号� ２０１８年（平成３０年）５月１５日珠 算 お か や ま

第
三
八
三
回
・
第
三
八
四
回
準
参
段
以
上
検
定
合
格
者

合
格
お
め
で
と
う
‼

第
三
八
三
回
（
珠
算
）

準
六
段　

利
守　

里
香
（
東
備
）

　

四
段　

藤
原　

里
咲
（
東
備
）

　
　
　
　

影
山　

汀
紗
（
高
梁
）

　
　
　
　

伊
達　

美
宏
（
備
南
）

準
四
段　

難
波
釉
希
叶
（
備
南
）

　
　
　
　

中
西　

彩
乃
（
岡
山
）

　

参
段　

渡
邉　

和
明
（
岡
山
）

　
　
　
　

池
田　

詩
乃
（
岡
山
）

　
　
　
　

濱
口　

真
輝
（
備
南
）

　
　
　
　

森
永
眞
己
人
（
岡
山
）

準
参
段　

黒
田　

実
里
（
東
備
）

　
　
　
　

難
波　

有
里
（
東
備
）

　
　
　
　

田
淵
愛
里
彩
（
邑
久
）

　
　
　
　

堀
川　

玲
菜
（
東
備
）

　
　
　
　

河
上　

将
大
（
矢
掛
）

　
　
　
　

前
尾　

優
輝
（
岡
山
）

第
三
八
三
回
（
暗
算
）

　

七
段　

岩
野　

侑
輝
（
美
咲
）

　

五
段　

河
内　

琳
香
（
吉
備
）

　

四
段　

横
山　

春
香
（
新
見
）

　
　
　
　

宮
本　

晃
斗
（
邑
久
）

準
四
段　

小
野
仁
衣
奈
（
岡
山
）

　
　
　
　

伊
達　

美
宏
（
備
南
）

　

参
段　

伊
藤　

綾
香
（
備
南
）

準
参
段　

長
田　

大
成
（
備
南
）

第
三
八
四
回
（
珠
算
）

　

六
段　

三
宅　

那
実
（
高
梁
）

準
六
段　

平
田　

翔
真
（
吉
備
）

　

五
段　

池
田　

慎
平
（
岡
山
）

準
四
段　

伊
藤　

綾
香
（
備
南
）

　

参
段　

渡
邉　

桂
史
（
賀
陽
）

　
　
　
　

沖
永
紗
弥
子
（
美
咲
）

　
　
　
　

山
下　

智
也
（
岡
山
）

　
　
　
　

谷
川　

陽
菜
（
美
咲
）

　
　
　
　

谷
沢
望
々
花
（
岡
山
）

　
　
　
　

仲
岡　

優
大
（
高
梁
）

　
　
　
　

黒
田　

実
里
（
東
備
）

　
　
　
　

京
嶋　

紗
夕
（
岡
山
）

準
参
段　

石
川　

健
太
（
邑
久
）

　
　
　
　

𠮷
田　

和
奏
（
吉
備
）

　
　
　
　

小
野
亜
衣
莉
（
岡
山
）

お

く

や

み

倉
敷
地
区

　
　

吉
田
三
津
江

�

（
実
母
逝
去
）

�

（
平
成
三
十
年
一
月
）

　

平
成
三
十
年

三
月
二
十
四
日

（
土
）
新
幹
線

に
て
、
東
京
都

品
川
区
大
井
町

の
き
ゅ
り
あ
ん

（
品
川
区
立
総

合
区
民
会
館
）

に
着
い
た
の
は
十
二
時
四
十
分

頃
、
下
車
駅
の
す
ぐ
前
で
し
た
。

　

昼
食
後
、
八
階
大
ホ
ー
ル
で
、

十
四
時
か
ら
の
珠
算
指
導
者
教
養

講
座
に
参
加
、
興
味
あ
る
話
で
し

た
。
紹
介
す
る
と

タ
イ
ト
ル
：「
キ
ャ
リ
ア
を
成
功

さ
せ
た
人
材
に
み
ら
れ
る
五
つ
の

特
徴
」
～
小
中
学
生
時
代
の
習
い

事
は
、
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
た
～

講
師
：
釘
崎
清
秀
氏

　

キ
ャ
リ
ア（
辞
典
で
経
歴
経
験
）

と
は
、
仕
事
を
通
じ
て
形
成
さ
れ

る
人
生
（
生
き
方
）
そ
の
も
の
、

個
人
の
キ
ャ
リ
ア
の
八
〇
％
は
、

「
予
期
し
な
い
偶
然
の
出
来
事
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
」
と
し
、
幸

せ
な
キ
ャ
リ
ア
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
偶
然
を
積
極
的
に
引
き
寄
せ

る
機
会
へ
と
変
え
て
行
く
こ
と

で
、
こ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に
必

要
な
行
動
指
針
と
し
て
次
の
五
つ

を
掲
示

①�

好
奇
心
…
絶
え
ず
新
し
い
学
習

の
機
会
を
模
索
し
続
け
る
こ
と

②�

持
続
性
…
う
ま
く
い
か
な
く
て

も
、
努
力
し
続
け
る
こ
と

③�

楽
観
性
…
新
し
い
機
会
は
必
ず

実
現
す
る
、
可
能
に
な
る
と
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
こ
と　

根

拠
の
な
い
自
信

④�

柔
軟
性
…
変
化
や
異
な
る
も
の

を
受
け
入
れ
、
信
念
、
概
念
、

態
度
、
行
動
を
変
え
る
こ
と

⑤�

冒
険
心
…
結
果
が
不
確
実
で
も

リ
ス
ク
を
取
っ
て
行
動
を
起
こ

す
こ
と

以
上
、
偶
然
を
引
き
寄
せ
て
キ
ャ

リ
ア
を
成
功
さ
せ
た
方
々
の
例
を

話
さ
れ
て
納
得
し
た
。

　

も
う
一
つ
、次
の
「
う
ま
れ
よ
」

の
言
葉
の
中
に
意
味
が
あ
る
。
社

会
の
中
に
力
強
く
生
き
て
い
こ
う

う
…
う
そ
を
つ
か
な
い

　
　

う
ら
み
を
言
わ
な
い

ま
…�

ま
け
な
い
、
勝
た
な
く
て
よ

い
が
逃
げ
な
い
こ
と

　
　

真
正
面
か
ら
見
て
い
こ
う

れ
…
礼
儀
正
し
く
し
ろ

　
　

�

練
習
し
ろ
（
習
い
事
で
、
や

れ
ば
出
来
る
と
い
う
こ
と
を

感
じ
た
）

よ
…
世
の
た
め
人
の
た
め
に

　
　

�

世
の
中
に
価
値
あ
る
人
材
と

な
れ

　

以
上
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

第
六
十
四
回
全
国
珠
算
研
究
集
会

津
山
地
区
　
豊
田
　
澄
子

　

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
予

選
を
兼
ね
た
本
大
会
が
午
前
十
時

三
十
分
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
部
七
十
二
名
、
中
学

生
の
部
三
十
八
名
、
高
校
・
一
般

の
部
十
名
の
総
勢
百
二
十
名
の
選

手
た
ち
は
、
各
部
門
で
日
頃
の
成

果
を
発
揮
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
通
り

●
団
体
総
合
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　

二
位　

則
武
珠
算
研
究
所

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　

二
位　

岡
本
珠
算
塾

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　

二
位　

岡
本
珠
算
塾

●
個
人
総
合
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

平
田　

翔
真

　
　

二
位　

長
尾　

健
汰

　
　

二
位　

池
田　

慎
平

　
　

二
位　

藤
原　

陽
葵

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

藤
井　

宏
夢

　
　

二
位　

伊
藤　

嵩
志

　
　

二
位　

平
口　

敦
詞

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

廣
石　

佳
穂

　
　

二
位　

尾
島　

圭
祐

●
種
目
別
読
上
算
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

平
田　

翔
真

　
　

二
位　

岸　

莉
明
良

　
　

二
位　

岡
信　

葵
衣

　
　

二
位　

長
尾　

健
汰

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

河
内　

琳
香

　
　

二
位　

寺
元　

智
政

　
　

二
位　

阿
部　
　

恵

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

廣
石　

佳
穂

　
　

二
位　

尾
島　

圭
祐

●
種
目
別
読
上
暗
算
競
技

　

小
学
校
の
部

　
　

優
勝　

平
田　

翔
真

　
　

二
位　

平
島　

遼
成

　
　

二
位　

木
村　

吉
治

　
　

二
位　

長
尾　

健
汰

　

中
学
校
の
部

　
　

優
勝　

伊
藤　

嵩
志

　
　

二
位　

藤
井　

宏
夢

　
　

二
位　

中
尾　

香
音

　
　

二
位　

阿
部　
　

恵

　

高
校
・
一
般
の
部

　
　

優
勝　

太
田　

涼
聖

　
　

二
位　

廣
石　

佳
穂

●
教
場
対
抗
競
技

　
　

優
勝　

岡
本
珠
算
塾

　
　

二
位　

若
潮
ス
ク
ー
ル

◆�

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会
参
加

選
手

　
　

開
催
日　

平
成
三
十
年

　
　
　
　
　
　

八
月
八
日
（
水
）

�

於　

京
都
市

支
部
推
薦

　

高
校
・
一
般　
　

尾
島　

圭
祐

　

中
学
生　
　
　
　

藤
井　

宏
夢

　

小
学
生　
　
　
　

平
田　

翔
真

◆
中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会

　
　

開
催
日　

平
成
三
十
年

　
　
　
　
　
　

八
月
十
九
日（
日
）

�

於　

鳥
取
県

代
表
選
考

（
小
学
校
の
部
）

　

平
田　

翔
真　
　

長
尾　

健
汰

　

池
田　

慎
平　
　

藤
原　

陽
葵

　

岩
野　

侑
輝　
　

横
川　

楓
果

　

平
島　

遼
成　
　

藤
原　

里
咲

　

難
波　

有
里　
　

守
本　

陽
信

　

前
尾　

優
輝　
　

木
村　

吉
治

　

中
西　

彩
乃　
　

岡
信　

葵
衣

　

池
田　

詩
乃　
　

岸　

莉
明
良

　

大
熊　

悠
太

（
中
学
校
の
部
）

　

藤
井　

宏
夢　
　

伊
藤　

嵩
志

　

平
口　

敦
詞　
　

利
守　

里
香

　

大
井
な
つ
み　
　

三
宅　

那
実

　

阿
部　
　

恵　
　

中
尾　

香
音

（
高
校
・
一
般
の
部
）

　

廣
石　

佳
穂　
　

尾
島　

圭
祐

　

伊
藤　

聡
志　
　

竹
内　

大
生

平成30年度
岡山県

珠算競技大会
兼中国五県珠算選手権大会予選

岡山県生涯学習センター
平成30年４月29日（日）

地
区
だ
よ
り

優
良
生
徒
表
彰
式
及
び

「
ち
び
っ
こ
そ
ろ
ば
ん
大
会
」

�

岡
山
地
区

�

岡
山
地
区　

森
田　

洋
子

平
成
三
十
年
二
月
二
十
五
日
操

南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
（
中

区
桑
野
）
で
行
わ
れ
た
。

　

小
学
３
年
生
以
下
の
五
十
名

程
が
参
加
。

　

十
時
か
ら
の
表
彰
式
の
後

「
ち
び
っ
こ
そ
ろ
ば
ん
大
会
」

が
行
わ
れ
た
。

　

か
け
算　

わ
り
算　

見
取
り

算　

暗
算　

種
目
ご
と
に
隣
に

座
っ
た
保
護
者
と
丸
付
け
を
し

て
、
正
解
し
た
数
だ
け
自
分
の

名
前
の
欄
に
シ
ー
ル
を
貼
り
に

い
く
と
い
う
や
り
方
。

　

成
績
発
表
ま
で
の
、
し
ば
ら

く
の
時
間
、
生
徒
た
ち
は
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
を
し
、
一
方
で
楽
屋

で
は
点
数
順
に「
金
」「
銀
」「
銅
」

を
決
め
る
。

　

ち
ょ
う
ど
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
中
。
結
果
発
表
で
は
、

全
員
が
メ
ダ
ル
を
掛
け
て
も
ら

い
、
み
ん
な
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
で

し
た
。

　

地
区
役
員
の
方
に
は
、
そ
ろ

ば
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
合
間
を

縫
っ
て
の
準
備
と
い
う
こ
と

で
、
大
変
だ
っ
た
と
お
も
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

会
場
に
つ
い
て
は
、
今
回
は

駐
車
場
が
借
り
ら
れ
て
ラ
ッ

キ
ー
だ
っ
た
け
ど
、
も
う
少
し

広
く
、
駐
車
場
付
き
の
所
は
な

い
も
の
か
？
と
毎
年
思
い
ま

す
。

　今年も寒い季節、インフルエンザの流行している中、今回も51校と希望される学校も
多く、３年生3,700名、４年生111名、合計3,811名と、スケジュール調整がたいへんむず
かしかったことと思います。その中から47校の小学校から、アンケートが戻ってきました。
ご報告いたします。

１．授業内容について
　①こどもたち（児童）は、どう感じましたか？
　　ア．新鮮に映って大変よろこんだ。……………… 98％
　　イ．あまり良い感じを持てなかったようだ。……… 0％
　　ウ．どちらともいえない。…………………………… 2％
　②こどもたち（児童）にわかりやすかったですか？
　　ア．わかりやすく児童もよく理解したと思う。… 88％
　　イ．あまり良く理解できなかったと思う。………… 0％
　　ウ．どちらともいえない。………………………… 12％
　③連合会発行の「たのしいそろばん」は授業に使われますか？
　　ア．使う。…………………………………………… 54％
　　イ．使わない。………………………………………… 6％
　　ウ．未定。今後検討したい。……………………… 31％
　　エ．なし………………………………………………… 9％
２．そろばんボランティア指導について
　①来年度実施した場合、希望されますか？
　　ア．来年も希望する。……………………………… 87％
　　イ．希望しない。……………………………………… 0％
　　ウ．未定。今後よく検討したい。………………… 13％
　②時間数は、何時間がよいと思われますか？
　　ア．２時間…………………………………………… 50％
　　イ．３時間…………………………………………… 27％
　　ウ．４時間…………………………………………… 15％
　　エ．他に希望する時間………………………………… 8％

　先生方の感想の中に、練習すればするほど、技能が高まり、自分の力の伸びがわかり
やすい分、子どもたちはやる気を失うことなく、終始楽しそうに授業を受けることがで
きてよかったという複数の感想がありました。

地 区 授業時間
（１時間単位）

岡 山 200
井 原
矢 掛 23

津 山 17
備 南 56
邑 久 16
高 梁 15
新 見 4
賀 陽 11
東 備 20
備 前 18
美 咲 9
合 計 389

平成29年度
地区別授業時間

平成29年度ボランティア事業終了

　
　
　
　

下
山　

悠
太
（
賀
陽
）

　
　
　
　

冨
繁　

咲
良
（
新
見
）

　
　
　
　

應
武　

眞
生
（
岡
山
）

　
　
　
　

舘
原　

琴
智
（
井
原
）

　
　
　
　

佐
田
龍
之
介
（
高
梁
）

第
三
八
四
回
（
暗
算
）

　

八
段　

下
村　

祐
太
（
東
備
）

　

六
段　

河
内　

琳
香
（
吉
備
）

準
六
段　

田
中　

愛
結
（
岡
山
）

準
五
段　

横
山　

春
香
（
新
見
）

　
　
　
　

横
川　

楓
果
（
岡
山
）

　
　
　
　

前
尾　

優
輝
（
岡
山
）

準
四
段　

大
元　

悠
愛
（
岡
山
）

　
　
　
　

藤
原　

芽
生
（
吉
備
）

　
　
　
　

池
田　

詩
乃
（
岡
山
）

　
　
　
　

影
山　

汀
紗
（
高
梁
）

　
　
　
　

谷
本
陽
菜
乃
（
岡
山
）

　
　
　
　

大
池　

真
人
（
備
南
）

　
　
　
　

伊
藤　

崇
志
（
吉
備
）

　
　
　
　

岡
崎　

桃
子
（
備
南
）

　

参
段　

木
村　

悠
希
（
井
原
）

　
　
　
　

守
本　

陽
信
（
東
備
）

　
　
　
　

藤
井　

陸
斗
（
東
備
）

準
参
段　

松
本　

愛
菜
（
美
咲
）

　
　
　
　

田
淵
愛
里
彩
（
邑
久
）

日
本
の
伝
統
文
化
を
伝
え
た
い

�

津
山
地
区
　
寺
坂
　
勝
子
先
生

　

毎
年
、
晩
秋
か
ら
二
月
末
ま
で
、

小
学
校
で
三
年
生
の
そ
ろ
ば
ん
指
導

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。
元

気
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
勢
い
を

頂
き
、
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
雪

の
降
る
日
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
が
待
っ
て
い
る
、
そ
の
顔
を
思

い
浮
か
べ
れ
ば
浮
き
浮
き
し
て
出
て

行
き
ま
す
。

　

思
い
返
せ
ば
今
年
で
十
五
年
が
た

ち
ま
し
た
。
最
初
は
、
初
め
て
触
る

そ
ろ
ば
ん
が
珍
し
く
、
ガ
チ
ャ
ガ

チ
ャ
振
り
回
し
た
り
一
時
に
ぎ
や
か

で
す
。
そ
の
う
ち
、
指
と
玉
を
動
か

せ
ば
答
え
が
出
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
、
興
味
を
示
し
て
く
れ
ま
す
。
私

た
ち
も
う
れ
し
く
な
り
、
も
う
少
し

や
り
た
い
と
言
う
う
ち
に
チ
ャ
イ
ム

が
鳴
り
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
の
時
、
私
た
ち
四
人
の

名
札
を
見
て
全
員
「
子
」
が
付
く
名

前
に
不
思
議
な
顔
。
小
さ
な
こ
と
に

も
気
付
く
子
ど
も
の
感
性
に
は
驚
き

で
す
が
、
私
た
ち
も
毎
年
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
新
し
い
こ
と
を
た
く
さ
ん

学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

体
力
の
衰
え
も
感
じ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
授
業
の
後
に
い
た

だ
く
一
杯
の
お
茶
の
お
い
し
さ
に
癒

さ
れ
な
が
ら
、
日
本
の
伝
統
文
化
を

伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

緑
の
き
れ
い
な
気
持
ち

の
良
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
ね
。

　

新
年
度
も
始
ま
り
、
子

ど
も
達
も
新
し
い
環
境
の

中
、
意
気
揚
々
と
過
ご
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
達
の
キ
ラ

キ
ラ
し
た
笑
顔
に
私
も
ま

た
頑
張
ろ
う
！！
と
思
わ
さ

れ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

県
大
会
も
無
事
終
了
し

八
月
に
開
催
さ
れ
る
中
国

五
県
大
会
の
出
場
選
手
も

決
ま
り
ま
し
た
。
各
選
手

の
な
お
一
層
の
活
躍
を

祈
っ
て
い
ま
す
！！

�

（
T
・
A
）

編
集
後
記

山陽新聞朝刊　平成30年３月２日（金）に掲載されました


